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１．研究計画の概要 
 頭頸部癌患者はその疾患の特異性により音声言語機

能ならびに嚥下機能の問題を抱える。特に、舌癌、口腔

底癌、中咽頭癌等により手術を受けた患者では高率に摂

食嚥下障害に悩まされる。当研究では頭頸部癌患者にお

ける嚥下機能診断法および普遍性のある評価法の研究、

新たな嚥下障害治療戦略の研究、期間内に可能な範囲で

嚥下機能再獲得に向けての新たな治療方法（新しい再建

法や嚥下の人工的コントロール）の研究を統合的に進め

ることとする。頭頸部癌患者における嚥下機能の評価お

よび関連器官の嚥下シークエンスについて、VFによる検

討に加え、嚥下圧測定を施行し、定性的検査のみならず

定量的検査による客観的評価に基づいた検討を行い、正

常嚥下パターンと異常嚥下パターンの差違、癌切除部位

による嚥下機能の変化について検討する。嚥下圧はステ

ーション法により中咽頭、下咽頭、食道入口部において

測定を行う。同時に VF を施行し、透視によりプローブ

の位置が正しいことを確認し、かつ従来の VF による嚥

下機能評価を加える。機能評価のポイントは口腔期：①

舌運動、②食塊の移送、③食塊の保持、咽頭期：①軟口

蓋の挙上、②舌根運動、③咽頭の収縮（同時に圧測定）、

④喉頭挙上、⑤pooling の有無、⑥声門閉鎖、⑦食道入

口部の開大（VF 所見）、⑧食道入口部の弛緩（圧測定）、

⑨誤嚥の有無である。 

２．研究の進捗状況 
 頭頸部癌患者の術後嚥下機能評価として

Videofluorography(VF)、嚥下圧測定を施行し、各嚥下

期における機能の特定と評価を行った。下顎骨を広範に

区域切除し硬性再建が施行できず腹直筋のみによる再

建を施行した症例では、中咽頭嚥下圧が正常と比較し低

下していた。これに対し口腔底癌で浸潤により下顎骨区

域切除を行った症例で、チタンプレートによる硬性再建

が可能であった症例では中咽頭嚥下圧は正常範囲内を

保っていた。硬性再建されない症例では本来下顎骨がも

たらすはずの安定性が欠如することが中咽頭圧の低下

につながることが示唆された。中咽頭がん患者では、中

咽頭嚥下圧は平均 28mmHgと著明低下していた。下咽頭

圧は平均 95mmHgであり正常コントロールと比較し遜色

のない結果であった。中咽頭嚥下圧は VFで観察された

舌根機能および咽頭収縮能とよく相関し、VFにおける舌

根運動低下および咽頭収縮能不良症例では中咽頭嚥下

圧は低下する。これにより、VF所見で中咽頭嚥下圧は予

測可能と考えられた。下咽頭嚥下圧は下咽頭クリアラン

ス能を反映していると考えられるが、今回の検討では VF

所見との相関は得られず、下咽頭機能の評価には VFの

みでは不十分であり、下咽頭嚥下圧が保たれている症例
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で経口摂取良好となる症例があることより、正しい評価

には嚥下圧測定が必要であると考えられる。また、VF上

みられる UES開大と UESの弛緩は相関せず、UES機能の

評価には圧測定が必要であると考えられた。 

 

３．現在までの達成度 
 現在までに口腔癌、中咽頭癌患者の嚥下機能について、

嚥下圧を用いた定量的機能測定の検討ができた。今後下

咽頭癌症例に対し検討を加え、頭頸部癌全体を俯瞰でき

る結果を出す予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 当研究の目標の１つに加齢による嚥下機能への影響、

特に癌患者で嚥下機能は正常者にくらべどのような影

響を受けるかを検討していく必要がある。 
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